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魚津ロータリークラブ会報誌 

２０１３－２０１４年度 ＲＩ会長   ロン Ｄ．バートン 

２０１３－２０１４年度 魚津ＲＣ会長 若井 貞克 

第２９１０回 例会報告   ２０１４年３月７日 

・点鐘  ・握手  ・君が代斉唱  ・四つのテスト唱和 
・ロータリーソング 「奉仕の理想」 

ゲスト並びにビジターの紹介  なし 
開会挨拶  若井会長  
皆さん、こんにちは。今日は、2910 回例会です。 
３月６日、大島夫人。８日、谷口夫人。９日、稲盛君、15

日、松井君誕生日おめでとうございます。 
前例会で案内した宇奈月ＲＣ開催のインターナショナルミ

ーティングが３月 30 日に行われます。新会員の方々を始め会員の皆様にはＲＣの勉強

会と位置づけ改めて参加をお願いします。また、釜山の訪問日程が確定しましたので、

後日、詳細な案内しますので積極的な参加を検討して下さい。 
ニコボックス報告 平﨑常任委員長 
★宮本さん・・ごぶさたしています。 
★稲盛さん・・古希を迎えました。 

「こき使われています。」 
≪解説≫「古希」と「こき」を。 

★野澤さん久しぶりのＳＡＡ補助です。よろしくお願いします。 
万年青年の生駒さん   ★生駒さん 今日、富山労災病院で骨密度測定をしました。 
          若い人と比較した値は 120％。同年代と比較て 141％でした。 



幹事報告  愛宕幹事 ★３月例会案内 
14 日（金） 野外例会（ありそドーム）例会後、清掃活動 
21 日（金） 祝日のため休会 
28 日（金） 会長エレクト交換卓話（サンルート） 

魚津西ＲＣ会長エレクト 牧野健吉さま 

★３月ＳＡＡ補助 朝野さん、野澤さん 

出席報告   三島委員長

近日、特別な挨拶あるかも  

★本日の出席者  28 名 
欠席者    8 名  
 出席率 77.77％ 

★第２９０８回 
  メークアップ 寺田 
★第２９０８回   

修正出席率 80.55％ 
⇒ 83.33％ 

委員会報告 
★清水広報委員 
ロータリーの友の紹介 

誕生祝  ３月６日 大島夫人  家内の誕生日を祝って頂き

ましてありがとうございます。最近、二人の生活をしています。

町内も高齢化が進み若い人がいなく子供の声が聞かれず淋しく

なっています。家内は私が死んだら翌日に死にたいと言って私

を頼っています。これからも頑張って行きたいと思っています。 
３月８日 谷口夫人  女房は私より３歳年下の 72 歳です。

今日、花を頂く話しはしてありませんので大変喜ぶと思ってい

ます。私は女房や家庭の事を考えていたら仕事にならないと考

えていましたが、女房が７年位前から体調を崩してからは、大

変さが分かってきまして、女房が居るから私が在るのかなと思

っています。これからも宜しくお願いします。 
３月９日 稲盛君  私の誕生日を祝って頂きましてありが

とうございます。親父と母のおかげで３月９日（サンキュー）、

とても良い日に生んでいただきました。

今後ともよろしくお願いします。 
３月 15 日 松井君  54 歳で、今年は良い年かなと思ってい

ましたら持病のヘルニアが暴れコルセットを着用しています。

ヘルニアが悪化した時「真実かどうか」。私だけが「みんなに

公平か」。決して「友情を深め」たくなく、「みんなのため」でなく、しいて言えば整形

外科の医師の収入になっているのかなと思っています。間もなく、ゴルフシーズンに入

りますので体調管理に努めていきたいと思っています。  ≪四つのテストから≫ 



本日の卓話  「わが社のものづくり」 谷口貞夫さん 

私しは昭和 13 年生まれの寅年で、この会場

で寅年と言えば、大先輩の杉野さんです。 
杉野さんには仕事等多くの指導を頂き、また、

ロータリークラブ入会を勧めていただきました。 
私の人生は、ここから 18 ㎞離れた過疎化の

片貝谷、奥平沢地区で７人兄弟の４番目として

生まれました。小学生時代は山女分校で先生が

二人。１年生から４年生までが在学していまし

た。１年生の時、戦地に出征する人の見送りで

勉強することなく終戦を迎え、その後も学校へ

は勉強でなく下の兄弟を連れての子守りでし

た。父親（木地師）は戦争で居なく母親が家畜

の世話や山菜取をしながら育てていただきま

した。当時、「子供が多く」「食べ物がない」「金

もない」貧乏な時代で、現在の豊かな時代が来

た事は素晴らしいと思っています。 
 次に、「ものづくり」の始まりは、父親と(株)

スギノマシン創業者杉野林平さんと大親友であった事から交わされた約束は、息子を将

来、独立をさせたいので仕事を教えてほしいとの事でした。同社で５年間お世話になっ

た頃、創業者の勧めもあり上村木地内で独立しました。最初は父親が作ってくれた古小

屋（８坪）で創業をしましたが３年位は仕事がなく色々と大変な時期でした。 
≪資料に基づき会社概要説明≫  小さな企業でも特長のある企業を目標とし、会社規

模の拡大よりお客さんの要望に応える事に徹して、今年の春で操業 56 年を迎え社員数

100 人を超える会社になりました。 
これが私の「ものづくり」で哲学です。 



 
 自社の特長は特殊物や開発物を手掛けていましたが、10
年程前に工場敷地横の農業用水を活用した自社製品（水車）

の開発に取り組み、４年前、国の補助金事業を受け開発実

験棟を立上げ試行錯誤しながらお客さんの要望に応えて

きました。今後、２～３年以内に社内全体売上額の３割を

目指しています。 
ここで、海外進出状況について述べさせて頂きます。３年前、フィリピンと水力発電

事業に関わった頃、皆さん方から小さな物を売れないと言われましたが、私の信念は、

小さな物の基礎知らずして大きなものは作れない事を心に刻みながら仕事をさせてい

ただきました。現在は、海外の取引先が７割を締め、さらに、昨年からミャンマーとイ

ンドネシアから水量発電事業の調査依頼が来ていますので、今後も、「早く」て「安さ」

を目指して行きたいと思います。 
 最後に、現在の私があるのも杉野家と当家の先祖が木地師のご縁であったことを大変

感謝し、自社敷地内に木地屋神社をお祀りすると伴に、県知事に書いていただいた銘板

「大伴家持」碑、全国でも数少ない機械博物館を併設しています。 
 本日の卓話で、「ものづくり」の何かを皆さんに伝わればと思い、作業服を着用した

事をご理解お願いします。 
≪追記≫ 私は 49 歳から３年間在籍していましたが、「ものづくり」の意欲が強く退会

しました。３年前、杉野さんの「事業の目的を達した」との一言で再入会しました。 


